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介護給付費等準備基金
有効活用すべきでは

効 果 的 な 活 用 を
計画的に行いたい

服
部　

ひ
と
み
議
員　

現
在
、
策

定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
第
４
期
介

護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
介
護
保

険
料
も
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
も
上
昇

す
る
予
定
で
あ
る
と
聞
く
。

　

介
護
給
付
費
等
準
備
基
金
は
、

見
込
み
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
さ

れ
ず
生
じ
た
保
険
料
の
剰
余
金
が

積
ま
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
お
り
、

保
険
料
の
値
上
げ
等
に
対
し
て
、

有
効
活
用
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
同
基
金
の
期
末
残
高

及
び
活
用
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

同
基
金
の
第
３

期
末
の
残
高
は
７
億
１
９
３
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

取
崩
し
額
は
す
べ
て
介
護
給
付

費
に
充
当
し
て
お
り
、
第
４
期
の

計
画
策
定
の
際
に
は
、
期
間
中
に

取
崩
す
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
こ

れ
は
、
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す

る
こ
と
と
な
り
、
制
度
を
利
用
し

な
い
人
に
も
効
果
が
及
ぶ
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
に
介
護
報

酬
の
改
定
、
第
５
期
に
は
更
な
る

制
度
改
定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
効
果
的
な
活
用
を

計
画
的
に
行
い
た
い
。

平
成
20
年
第
４
回
定
例
会
は

12
月
1
日
（
月
︶

午
前
10
時　
　

開
会
の
予
定
で
す
。

　

本
決
算
の
総
額
は
、歳
入
が
８
９
０
億
４
４
４
７
万
８
千
円
で

執
行
率
１
０
０
・
１
％
、歳
出
が
８
８
７
億
８
５
１
１
万
５
千
円
で

執
行
率
99
・７
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、入
場
料
収
入
、勝
舟
投
票
券
発
売
収
入
の

ほ
か
、場
外
発
売
事
業
収
入
と
な
っ
て
い
る
。歳
出
は
、競
走
開
催

費
や
場
外
発
売
事
業
費
な
ど
で
、競
走
事
業
運
営
調
整
基
金
へ
の

積
立
金
の
残
高
は
、40
億
２
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

質
疑
に
対
し
て
、「
繰
出
金
は
18
年
度
が
18
億
円
で
全
国
第
１

位
、19
年
度
は
12
億
６
千
万
円
で
第
３
位
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
」、「
ボ
ー
ト
ピ
ア
横
浜
の
周
辺
対
策
に
つ
い
て
は
、現
在
も
大
き

な
問
題
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、「
繰
出
金
は
全
国
的
に
も
上
位
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、そ
の
努
力
を
高
く
評
価
す
る
」、「
本
場
の
場
外
発
売
日
数
を
拡

大
で
き
る
よ
う
、一
層
の
努
力
を
願
い
た
い
」、一
方
、「
ボ
ー
ト
ピ

ア
の
際
限
の
な
い
拡
大
に
つ
い
て
は
予
算
に
も
反
対
で
あ
り
、本

案
に
も
反
対
す
る
」等
の
要
望
・
意
見
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、本
案
に
つ
い
て
は
、賛
成
多
数
に
よ
り
、原
案
の

と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。　

総

務

委

員

会

第
58
号
議
案

平
成
19
年
度
府
中
市
競
走
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

基
地
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

再
開
発
対
策
特
別
委
員
会

鉄
道
対
策
特
別
委
員
会

　

こ
の
議
案
は
、
保
育
所
の
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た
め
、
市

立
三
本
木
保
育
所
の
増
築
等
工
事
を
進
め
て
い
る
が
、
工
事
の
期

間
中
、
別
の
場
所
に
仮
園
舎
を
設
置
し
、
保
育
を
実
施
す
る
こ
と

か
ら
、
三
本
木
保
育
所
の
所
在
地
の
変
更
を
行
う
も
の

　

主
な
改
正
内
容
は
、「
三
本
木
保
育
所
の
所
在
地
を
『
府
中
市

府
中
町
３
丁
目
23
番
地
の
１
』
か
ら
、
仮
園
舎
の
設
置
場
所
で
あ

る
『
府
中
市
新
町
１
丁
目
64
番
地
の
３
』
に
改
め
る
」等
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、「
増
築
等
工
事
完
成
後
の
仮
園
舎
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
未
定
だ
が
、
待
機
児
童
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
有
効
活
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
場

合
に
は
、
仮
設
の
建
物
と
い
う
こ
と
や
近
隣
住
民
の
こ
と
も
含
め

総
合
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、「
待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
も
、
仮
園
舎
の
活
用

を
十
分
に
お
願
い
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

文

教

委

員

会

第
47
号
議
案

府
中
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
が
２
０
９
億
１
８
８
３
万
５
千
円
で

執
行
率
96
・
４
％
、
歳
出
が
２
０
９
億
１
０
５
２
万
６
千
円
で
執

行
率
96
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
庫
負
担
金
、
療

養
給
付
費
等
交
付
金
、
一
般
会
計
繰
入
金
で
、
保
険
税
収
入
総
額

の
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
28
％
、
前
年
度
比
２
・
７
ポ
イ
ン

ト
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費
の

療
養
諸
費
で
、
件
数
、
費
用
と
も
に
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

質
疑
に
対
し
て
、「
保
険
税
減
免
申
請
の
件
数
は
、
18
年
度
が

12
件
、
19
年
度
が
17
件
だ
が
、
１
件
ご
と
に
基
準
に
照
ら
し
合
わ

せ
丁
寧
に
対
応
し
て
お
り
、
申
請
の
機
会
を
閉
ざ
し
て
い
る
も
の

で
は
な
い
」、「
短
期
被
保
険
者
証
の
発
行
は
、
督
促
、
催
告
な
ど

の
段
階
を
踏
ま
え
た
上
で
行
っ
て
い
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
運
用
に
対
す
る
十
分

な
留
意
と
保
険
税
減
免
申
請
手
続
き
の
改
善
を
求
め
、
本
案
に
賛

成
す
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の

と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

厚
生
経
済
委
員
会

第
55
号
議
案

平
成
19
年
度
府
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

本
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
が
40
億
８
５
９
８
万
９
千
円
で
執
行

率
１
０
０
・
１
％
、
歳
出
が
39
億
７
２
４
７
万
６
千
円
で
執
行
率

97
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用
料
及
び
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
、
下
水
道
使
用
料
は
現
年
度
分
が
延
べ
１
４
４
万
８
７

０
４
件
分
、
過
年
度
分
は
１
万
１
５
２
３
件
分
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
費
と
公
債
費
で
あ
る
。

　

質
疑
に
対
し
て
、「
35
年
ご
ろ
に
、
既
存
の
下
水
管
は
築
造
か

ら
約
50
年
を
迎
え
、
そ
の
後
は
下
水
管
更
生
工
事
の
件
数
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
来
年
度
か
ら
長
期
計
画
を
立
て
る

た
め
、下
水
道
改
築
基
金
を
積
立
て
て
い
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、「
下
水
管
更
生
工
事
を
視
野
に
入
れ
て
基
金
の
積

立
を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
は
思
う
が
、
既
存
の
下
水
管
を
長
持
ち

さ
せ
る
こ
と
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を

要
望
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会

第
60
号
議
案

平
成
19
年
度
府
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

調
布
基
地
跡
地
の
都
市
整
備
用
地
の
一
部
と
府
中
基
地
跡
地
留

保
地
の
財
務
省
処
分
用
地
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
宿
舎
建
設
計

画
に
係
る
国
の
最
終
案
が
示
さ
れ
た
。
最
終
案
は
、
計
画
戸
数
を

７
３
０
戸
か
ら
７
０
０
戸
程
度
に
減
少
す
る
等
の
内
容
で
、
こ
れ

を
受
け
、
市
で
は
、
国
家
公
務
員
宿
舎
建
設
に
対
し
て
譲
歩
し
、

今
後
は
、
こ
の
こ
と
に
伴
う
行
政
需
要
へ
の
対
応
に
つ
い
て
国
と

協
議
を
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
方
針
変
更
に

伴
い
、
調
布
基
地
跡
地
の
都
市
整
備
用
地
及
び
病
院
用
地
、
並
び

に
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
各
利
用
計
画
の
一
部
修
正
を
し
て
お

り
、
改
め
て
国
へ
の
提
出
を
考
え
て
い
る
。

　

府
中
基
地
跡
地
留
保
地
に
お
け
る
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究

所
移
転
計
画
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
生
態
系
調
査
に
向
け

た
準
備
を
行
っ
て
お
り
、
実
施
時
期
は
秋
ご
ろ
に
な
る
と
聞
い
て

い
る
等
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

府
中
駅
南
口
Ａ
地
区
の
現
況
に
関
し
て
、
再
開
発
準
備
組
合
で

は
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度
初
頭
の
本
組
合
設
立
に

向
け
、
都
市
計
画
の
変
更
手
続
が
進
む
中
、
事
業
計
画
の
策
定
準

備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
20
年
秋
以
降
の
事
業
の
進
ち
ょ
く
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
従
来
の
商
業
計
画
部
会
及
び
管
理
運
営
部
会

を
発
展
さ
せ
、
事
業
推
進
室
を
設
置
し
、
迅
速
な
課
題
解
決
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
推
進
室
内
に
経
営
計
画
部
会
、
権
利
返
還
計
画

部
会
、
広
報
部
会
の
３
つ
の
部
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　

け
や
き
並
木
周
辺
整
備
に
関
し
て
は
、
け
や
き
並
木
通
り
の
都

道
部
分
の
移
管
に
つ
い
て
、
都
よ
り
、
都
道
の
起
終
点
は
原
則
都

道
か
ら
都
道
ま
で
と
し
て
い
る
た
め
、
東
八
道
路
ま
で
を
移
管
し

た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
市
は
、
旧
甲
州
街

道
か
ら
新
甲
州
街
道
ま
で
の
間
の
移
管
を
要
請
し
て
お
り
、
引
き

続
き
協
議
し
て
い
く
等
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

西
府
土
地
区
画
整
理
組
合
の
状
況
に
関
し
て
、
総
会
が
開
催
さ

れ
、
平
成
19
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

承
認
・
決
定
さ
れ
た
。

　

西
府
土
地
区
画
整
理
事
業
の
状
況
に
関
し
て
、
20
年
度
の
道
路

築
造
工
事
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
道
路
と
鎌
倉
街
道
の
交
差
点

の
改
良
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
今
後
、
区
画
道
路
に
つ
い
て
も
、

順
次
、
整
備
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
駅
前
広
場
に
つ

い
て
は
、
面
積
３
０
０
０
㎡
で
、
西
府
駅
北
口
に
接
す
る
配
置
と

な
っ
て
お
り
、
バ
ス
は
乗
降
場
所
を
２
か
所
、
タ
ク
シ
ー
は
８
台

分
の
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
公
園
築
造
工
事
に

つ
い
て
は
、
第
１
号
街
区
公
園
は
、
線
路
北
側
で
区
域
の
西
端
、

第
２
号
街
区
公
園
は
、
線
路
南
側
で
、
西
府
文
化
セ
ン
タ
ー
北
側

に
計
画
さ
れ
て
い
る
等
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。


